
‾眼圧鯛言言守門ご呂阿可干零顎原畷戸竺劈晋固ﾄﾞ回回ヲ琴平平マツ肖こJ真言爽グブプダヴ'白゛ごご'＝7ダダでｸﾞ｀－'‾-ご四……………‘一･゛‘'゛ ：'ヽ一一゜､｀y･゛'j｀｡､゛‘斤勺今回9ﾃﾞ朧豪商､､･

配

、

……

…エ………、

>輯し

……

奔

。……･っ………

＼　△ﾚ

。

]

｡

3

　一遍必ぱご辺ごごi＿昌之匹=J乙ﾐ｡全とごLaﾕ｡こ4.ご･次回J.さ≒白翌翌2匹･kEljヽこ心急｡弓賢一､こ｀j殆｡お心､こ｡｡､･W｡ご｡2さ｡｀､｡｡｡之4f匹匹匹｡匹見冶J6 ､、｡､応;ヽ≒こご。｡｡E､一三､｡-'､g｀､‰｡。u.｡。こ。。ょこご､g｡｡

○印は発表者です。抄録は申し込みの原文のまま掲載しております。

圃Ｉ ＣＥＲＥＣ光学印象を効率的に行うためのテクニック

１づ　○松永　　圭1)･熊谷俊也2)

(10:15~10:30)
　　　　　　　　1)美田園歯科

　　　　　　　　2)ライフタウン歯科クリニック

　　　　　はじめに：□腔内カメラ(IOS)を用いた光学印象はソフトウェアの進歩等によって、その精度は日進月歩で向上している。

　　　　単冠修復等で治療前の歯冠形態をコピーする方法は、□腔内で調和のとれた修復物の製作に有意義なことが多い。光学印象時

　　　　のカット機能を使うことで、コピー法にて製作する場合のチェアタイムを短縮ができる方法を紹介したい。

　　　　　方法：患歯は左下６番でＦＭＣをＣＥＲＥＣにてセラミッククラウンヘ置換した。術前の補織物は装着から５年が経過し、特

　　　　に形態や歌合接触にも問題はなかった。そのためＦＭＣの形態にできるだけ近いセラミッククラウンを製作するために、補綴

　　　　物除去前の状態を光学印象採得し、コピー機能を用いて製作した。

　　　　　結果と考察：ＣＡＤ／ＣＡＭ修復では、治療前の比較的形態が保たれている天然歯や、□腔内で長期安定していた修復物の形態

　　　　を、コピー法を用いることで簡単に複製でき、調和のとれた長期安定性が見込まれる修復物の製作が可能と考える。コピー法

　　　　では、上顎、下顎、頬側を術前にすべて撮影しておき、形成後は患歯をカット機能で削除し、患歯のみ追加撮影を行うことで、

　　　　撮影時間の短縮が可能となる。またコピー元との適合にかかるコンピューター処理時間の短縮、術前の歌合関係の維持もでき

　　　　るものと思われる。 ＣＥＲＥＣ治療の最大のメリットである即臼歯冠修復治療をよ○短時間で患者満足度の高いものにするため

　　　　に、コピー法を利用した患歯のスキャンは有用であると思われる。

演題 最終補綴物を無調整装着するための調節鸞曲の咬合採得アプローチ
㎜　　■■■■■■■=■■-■■㎜-=　　---=--
　２　レ　

○山口　栄二（歯科技工士）

(10:l)～10:45)

足利セラミックラボラトリー仙台事業所

　はじめに：下顎骨は、筋につ０下げられた状態で宙づ○になってお０、顎位は偏位しやすい。そこで、今回、簡易的で適切

な歌合採得を行うために、４点ジグの歌合採得装置(EASYセントリックアタッチメント)を考案し試作を行った。臨床に於い

て、良好な結果を得たので報告したい。

　方法:校合採得を､垂直的関係と水平的関係の２回に分けて１回目の歌合採得で､垂直的関係をロー堤BTで決定する。２回

目の校合採得で、歌合堤の上顎歌合平面にWAX固定したフラットテーブルと下顎校合堤にＷＡＸ固定した歌合支持４点ジグ

を用いて､急速タッピング法をおこなう。下顎歌合堤の４点ジグを歌合調整することによ〇、三次元的に校合採得をおこなう。

　結果：対象者20名の□腔内装着で、全て微調整のみで歌合安定が得られた。

　考察:EASYセントリックアタッチメントは、垂直的関係が点状レジンBTの校合調整で水平的関係は筋肉位の歌合採得に

なるため、最も安定する顎の回転中心が簡便に採得できる。

薫麟‥t埋没材の使用方法がクラスプ、パーにどう影響するか

　３　　０大沼　博樹(歯科技工士)
(10:45~11:00)
　　　　　　　　歯いはーデンタルラボ

　　　　　はじめに：コバルトクロムを用いたクラスプやバーの製作は様々な方法があ○、適合を重要視するか、作業効率を重要視す

　　　　るかで、選択する事が大事だと考える。普段メタルワークをしている技工士には当た０前の事かもしれないが、メタルワーク

　　　　をしてない方、これからはじめる方の予備知識になればと思う。

　　　　　方法：いくつかの違う条件でのパタ一ンを埋没、鋳造し、適合を確認し、それぞれの違いを調べる。

　　　　　結果：各条件での適合を確認したところ、パターンが大きい物ほど差が顕著にあらわれた。

　　　　　考察：各条件のリン酸塩系埋没材の膨張量の違いによ○、適合に差があらわれたと考えられる。小さなものであれば、影響

　　　　も少ないが、大きなものになればなるほど埋没材をしっか○と膨張させる事が重要である。


	page1
	page2
	page3

